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本報告では、サウジアラビアと日本の合同調査隊に

よる紅海沿岸のハウラー (al-Hawra'）遺跡調査 (2019/2-

3) の成果を中心に記す。紅海は、ローマ時代には『エ

リュトラー海案内記』で知られる海上交易の場であり、

イスラーム時代には交易港としての機能に加え、マッ

カ巡礼路の通過地点となったが、本発表では、地表面

観察で確認される初期イスラーム時代のトピックに限

定して報じる。研究対象のエリア（図 1 ）、はイスラー

ム以前よりジュハイナ族のテリトリーであった。 9 世

紀以後には、エジプトからの巡礼路上の港町として頭

角を現し、内陸のワーディー・アル＝クラーの諸都市

の港として機能し、ハイバルの港とも記述された。 12

世紀半ば頃までハウラーは存続したようであるが、

ヤークート (d.13C.）等の記述から総合すると、 13 世紀

前半には廃墟と化したことが文献資料から窺われる。

ヒトやモノのネットワークの実態を解明す

るために、ハウラー遺跡に加え、遺跡のある小湾の後

背部を形成する山間部の巡礼路（マデイーナ a1-Madina~

ウラー al-'Ula～タイマー Tayma'）との総合考察を行っ

私たちは、

ている。

ハウラー遺跡は、

10km ほど北に位置する。南北に 2km、東西に 0.5~

1.0km 程度の広がりを持ち、サウジの国家遺産観光

庁によって保護されている。 1980 年代に在地の考古

学研究者によって部分的な試掘調査が行われたが、基

タブーク什l ウムルジュ Umluj の

本的には未調査の遺跡である。遺跡は港域と集落域に

図 1 研究対象地域の位置と都市

7-1 
Sidebotham op.cit., Fig 



2019 ［令和）じ年度］ I 97 

図 2 ハウラー遺跡のおおよその構造

図 4 モスクと推測される遺構

分化されるが（図 2) 、本報告では、集落域を中心に報

告する。集落域は東西 300m、南北 150m ほどの規模

を測り、ここには家屋の集中区があったと思われる。

分布する遺構の多くは、黒色の火山岩プロックや白色

の珊瑚プロックを用いた壁体の基部である（図 3) 。上

部構造は既に失われているが、壁体の幅は、外壁と思

われるものは 0.7-0.9 m 程度、間仕切りの内壁と推測

されるものは 0.4-0.5 m 程度の壁厚の異なりもみられ、

残された基礎部からは、いくつかの住居が復元されて

いくであろう。またこれらの住居の部屋には、炉と推

測される遺構や、セメントが用いられた床面の痕跡が

みられるものもある。 1980 年代の試掘でみつかった

モスクからは、方形の煉瓦タイルで舗装された床面や

クーファ書体の碑文と植物文様を有する建材等がみつ

かっている（図 4、 5) 。当該区では、 1980 年代の試掘

図 3 壁体基礎部の外観
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出土した石製リンテル

al-Ghabban, op.cit., p. 343, Fig. 129b (vol. 1) 

調査でクルアーンの一節が記された堂々とした石製リ

ンテルが取り上げられており、モスクの存在も推測さ

れる。

集落域に分布する遺物は、素焼きの土器、陶器（青

緑釉（図 6) 、黄釉、白溺釉等）、石製容器、ガラス器

等の生活雑器が中心となるが、これらの多くはアルカ

リ釉のものである。またラスター彩（図 7) は、白い石

質の陶土に特徴があり、イラクやシリアからの影響と

も推測された。一方、黄釉や緑釉の下に幾何学状の彩

画が描かれたもの（図 8) は、当該のヒジャーズ地域で

生産されてその技法がヨルダン等でも共有されたスプ

ラッシュ文の陶器と考えられる。さらに地域に固有の

製品としては、ステアタイトと呼ばれる加工しやすい

軟質の石で作られたランプ（図 9) や石製容器がある。

この点に関しては、イドリースイー (d.12C.）のハウ

ラー近郊の石産業に関する記述と関わるとも思われる。

さらにその他の遺物には、装身具や道具、石製ステラ

等が取り上げられたが、それらの総体は、概ね 9~12

世紀頃に位置づけられた。さて、集落域に戻ると、ウ

ムルジュ湾全体を見渡せる見通しの良い高台からは、

ランドマークともなる象徴的な建造物が発見された。
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青緑釉陶器片 図 7 ラスター彩陶器片

図 8 スプラッシュ文黄釉陶器 図 9 石製ランプ

図 10 砦と推測される遺構

この遺構は、厚い壁厚（約 1.5m) を有するほば方形の

珊瑚造の建造物（約 34m 四方）であり（図 10) 、その防

御的性格は明らかである。ムカッダスィー (d.lOC.）の

記述には、「砦と集落、市場」の存在がみられるため

に、発掘の前段階において、歴史文献との接点となる

メルクマールともいうべき大きな指標が得られた成果

が注目される。

後背地調査では、 ウムルジュ、 イース al-•Is 、 ヤン

ブゥ・アンナフル Yanbu'al-Nakhl 間の地域で 39 点

の古代北アラビア文字グラフィティ（サムード文字 C、

D) （図 11) 、 1 点の古代南アラビア文字グラフィティ、

24 点の初期イスラーム時代のアラビア文字グラフィ

ティに 1JI] え、さまざまな時代のペトログリフが発見さ

れた。

ハウラー遺跡の考古学調査は、年明けの 2020 年

2~3 月に発掘調査が予定されており、集落域の住居
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図 11 ウムルジュ・イース間で発見された古代北アラピア
文字グラフィティ

跡と上記の砦とみられる遺構の調査を集中的に行う予

定である。また後背地の碑文調査も計測的に行うこと

となるので、発掘報告会では、これらの最新の成果を

速報としてお届けできるであろう。
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